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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、沖縄の歴史を踏まえ、沖縄に住まう人々が東京オリ

ンピック（1964 年）、国民体育大会（1973 年・1987 年）、そして高校野球を通して、どのよう

に「沖縄人であること」や「日本国民であること」を構築し、生きてきたのかを描き出すこと

にある。スポーツの文化的事象は、複雑かつ多面的な意味作用を持っているが、本土（東京）

における意味づけは沖縄の抱えている現実の諸問題を忘却させる作用があり、それと異なる沖

縄固有の意味解釈について、今後もより深い探求が必要である。 

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to delineate the way that people living 
in Okinawa who took part in the Tokyo Olympics(1964), National Athletic Meets(in 1973 
and 1987), and high school baseball tournaments have constructed their identities as 
“Okinawan people” and as “Japanese people.” It is necessary to consider differences 
in the characteristics held by those from Okinawa as opposed to those from the mainland 
(Tokyo) when looking at the complex and multifaceted meaning of the cultural phenomenon 
of sports. 
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１． 研究開始当初の背景 

（１） これまで、スポーツイベントの様々
な政治的意味作用について、清水諭
（2004、2007）、Bairner, A.(2001、
2005) 、 Sugden, J. and Bairner, 
A.(1999)、Hargreaves, J.(1982)ら
が研究してきた。特に、Bairner は、
想像の共同体（Anderson, B.(1983)）

としてのナショナリティ創出プロセ
スを踏まえて、①言説のレベルでス
ポーツが喚起すること ②人々が経
験する現実 ③歴史と社会的背景
（伝統的スポーツを含む）の３側面
から分析している。 

（２） 筆者は、文化的パフォーマンス理論
をベースにして、テレビ中継の分析、

機関番号：１２１０２ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2009～2011 

課題番号：２１５００５８０ 

研究課題名（和文） スポーツの意味作用を問い直す 

 

研究課題名（英文） Reconsidering the Significance of Sports 

 

研究代表者 

清水 諭（SHIMIZU SATOSHI） 

筑波大学・体育系・教授 

 研究者番号：40241799 



 

 

池田町におけるフィールドワーク、
そして日本における野球史を分析し、
日本の甲子園野球が「青春」「高校生
らしさ（主に「男性」としての」）物
語を象徴し、選手に体現させるもの
であることを明らかにした。（清水諭、
甲子園野球のアルケオロジー：スポ
ーツの「物語」・メディア・身体文化、
新評論、1998） 

（３） 一方、アジアにおけるスポーツの普
及と受容に関する研究において、
Mangan, J.A.は近代スポーツのグロ
ーバリゼーションが帝国主義、ナシ
ョナリズム、そして消費主義の３側
面から形成されてきたと指摘してい
る。彼は、アジアにおける近代スポ
ーツの受容と我有化が近代社会化と
の「二重らせん」であると述べた。 

（４） 以上から、アジアにおける特定の地
域と時代におけるスポーツ（イベン
ト）の受容について、ナショナリテ
ィ構築のプロセスに焦点を当てて、
スポーツの意味作用を問うことは、
重要な問題であるといえる。 

 

２． 研究の目的 

（１） 研究の目的は、具体的な時代と地域
を、特定した上で、人々にとっての
スポーツイベントの意味作用を分析
することである。特に、沖縄とそこ
で暮らす人々の歴史を踏まえ、沖縄
に住まう人々が東京オリンピック
（1964 年）、国民体育大会（1973 年・
1987 年）、そして高校野球を通して、
どのように「沖縄人であること」「日
本国民であること」を構築し、生き
てきたのか、その文化的社会的諸相
を探ることが課題である。 

（２） また、東京オリンピックや高校野球
の意味作用を考察する際、沖縄と東
京との差異がどのように構築されて
きたのか、すなわち、都市東京の位
置づけとの関係の上で、沖縄と沖縄
の人々がどのように捉えられてきた
のかを明らかにする。 

 

３． 研究の方法 

（１） 沖縄の文化と社会に関する歴史書、
日の丸・君が代などに関する日本政
府と沖縄に関する著作物・資料、さ
らに東アジアにおける沖縄の政治的
位置などに関する著作物・資料を収
集（沖縄県立公文書館、イェール大
学図書館での調査を含む）し、分析・
考察を行った。 

（２） 特に、東京オリンピック（1964 年）
時の沖縄における聖火リレーに関す

る記録写真、若夏国体（1973 年）と
海邦国体（1987 年）に関する記録映
像については、沖縄県立公文書館の
豊見山和美主任専門員の協力を得て、
視聴し、分析・考察を行った。 

（３） 沖縄における高校野球の意味作用に
関しては、沖縄における高校野球の
歴史に関する著作物・資料の収集に
加え、沖縄における高校野球関係者
に対するインタビュー調査を行った。 

 
４．研究成果 
（１） オリンピックと都市東京の構築につ

いて（学会発表②～⑤；図書①、④） 
① 1940 年－1964 年－2016 年の東京オ

リンピック招致活動と開催について
歴史的に分析、考察した結果、IOC
のオリンピック運動の理念からは距
離を置いて、日本独自のコンテクス
トで理念を掲げ、都市東京の首長が
前面に立って招致を誘導してきたこ
とが分かった。1964 年オリンピック
は、戦災復興計画の上に首都東京を
含めた首都圏構想を実現するための
整備計画がオリンピックを契機とし
て一気に成し遂げられた。 

② 都市東京は、経済成長と開発主義一
辺倒のイデオロギーを持つ政治家と
開発ディベロッパーたちの思惑と戦
略が重なり合って、開発されてきた
歴史がある。土地利用の転用に見ら
れる国家的事業を契機とした新たな
ナショナリズムの想起について考え
ることが必要である。 

③ 経済成長する日本とその首都東京の
プレゼンスの強調といった「東京特
殊思考」（東京中心主義と開発志向）
がオリンピックなどメガ・イベント
を契機に再生産されてきていること
が分かる。 

 
（２） 1964 年東京オリンピックの沖縄にお

ける政治的意味作用について（学会
発表②、⑧；図書④） 

① 以上のような東京におけるオリンピ
ックの意味と異なり、沖縄における
東京オリンピックは、米軍事政権下
の沖縄の人々にとって、祖国復帰を
希望する政治的意味を大きく持って
いたことが分かった。 

② 沖縄における聖火リレーは、戦争の
記憶とともに、「日本国民であるこ
と」を意識化させる意味を持ってい
たと考えられる。 

 
（３） 沖縄における 2 つの国民大会の意味

について（学会発表②、⑧：図書④） 



 

 

① 1964 年東京オリンピックの沖縄に

おける聖火リレーの際、沿道は日の

丸で埋め尽くされ、数多くの人々が

日の丸を振ったにも関わらず、1987

年海邦国体の際には、「日の丸」「君

が代」問題、天皇問題、自衛隊問題

などが表面化し、沖縄返還後も変わ

らない生活を送ってきた沖縄の人々

の苦心と、「日の丸」「君が代」の法

制化に対する抗議の意志が見られた。 

② ナショナリティ構築に関する議論は、

は、非常に複雑であり、特定の地域

における歴史性を踏まえた上で、捉

えられなければならないものである

ことが再確認された。 

 

（４） 沖縄における高校野球の意味作用に
ついて（雑誌論文①～④） 

① 日本における野球文化の受容と我有

化は、消費主義社会の進展にともな

うメディア産業の隆盛と深く関わり、

かつ都市構築に伴う大衆文化を創造

する企業戦略に影響されてきた。 

② 戦後沖縄における高校野球は、米軍

による基地文化と接点を持ちながら、

一方で、本土メディアによる判官贔

屓と「占領地沖縄」が表象化されて

きた。この様相は、1970～80 年代に

おける沖縄県勢の甲子園における活

躍にもかかわらず、再生産され続け、

沖縄に住む人々にとっても意識化さ

れていた。 

③ 沖縄人に対するこうした表象化は、

戦争体験とその後の現実的な沖縄の

生活状況を忘却させ、覆い隠してし

まう作用を持つと考えられる。 

 

（５） スポーツの文化政治に関する研究に
ついて 

① オリンピック、甲子園野球、国民体

育大会などスポーツイベントとメデ

ィア、消費社会との関係、及びナシ

ョナリティの構築、ナショナリズム、

ジェンダーなど文化政治について、

新たな題材のもとで、教育を展開す

ることができた。（雑誌論文①～④；

学会発表①～⑧；図書①～④） 

② スポーツとナショナリズム、スポー

ツと文化政治に関して、一般学生向

けに用語解説を行った（図書②）ほ

か、研究代表者のホームページにお

いて情報発信し、国内外の人々との

議論及び教育現場に貢献することが

できた。 
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